
地

球

第
五
容

に
近
-
嚢
地
の
上
に
あ
る
大
41は
石
切
場
の
南
守
で
､
漣
痕
は
波
丘
間
の

蹄
軌
が

1
寸
八
分
力
竜
三
寸
五
分
､
汲
丘
の
高
さ
こ
分
力
室
三
分
で
液

顔
は
可
な
り
尖

っ
て
居
り
汲
丘
側
の
傾
斜
は
啓
瓶
の
-
の

ゝ
様
.1

一
方

_こ
概
で
他
方
_二
相
々
魚
で
あ
る
0
汲
丘
は
規
則
正
し
く
数
十
臆
の
平
行

列
1.･,
な
り
て
地
厨
面
の
走
向
北
五
十
度
囲
,J
同
じ
方
向

_二速
つ
で
J居
ろ

鏑
は
其
の
厨
両
･1
に
楠
物
の
小
枝
や
柴
の
炭
他
L
i1
化

石が
附
著
し
て

店
り
P
其
の
地
層
が
沿
岸
堆
横
厨
で
あ
る
=
1)
か
明
示
し
て
居
ろ
｡

漣
痕
和
親
察
し
i1
第
こ
の
箇
所
は
前
の
石
切
場
か
ら
約
四
五
町
束
に

齢
つ
L{
犬
峡
岬
の
束
塊
に
近
-
丁
度
燈
室
の
南
の
斜
両
に
開
坑
L
i･l石

切
場
!.1
み
る
O
こ
ゝ
で
は
砂
岩
の
間
に
静
漁
色
り
鞘

い
粘
土
層
又
は
粘

土
変
り
の
砂
厨
が
多
-
爽
よ
っ
て
周
り
ー
闇
向
LLこ準

っ
て
砂
岩
静
か
刺

す
T,必
ず
捲
痕
が
現
ほ
れ
ろ
D
･
,
ゝ
の
漣
痕
は
前
の
よ
り
紛
低
-
イ上
低

さ

山
分
乃
真
東
尿
､
牧
丘
関
の
距
離
ti

l
寸
五
分
乃
蒐
こ
寸
､
改
編
は

前
の
は
.,,1尖
ら
す

~
又
披
鹿
瀬
は
多
少
屈
折
し
て
必
L
も
直
綿
状
み
な

さ
ず
.
筏
て
淡
丘
列
は
互
に
平
行
し
て
ゐ
稚
い
0
見
波
丘
列
の
方
向
は

闇
南
の
走
向
に
1
致
ぜ
ず
達
向
に
封
L
或
角
健
在
な
す
｡
絶
て
の
状
態

は
前
の
石
切
場
.1
み
ろ
も
の
よ
り
も
碑
拭
い
水
底
で
柵
弱
き
流
れ
.1
よ

っ
て
出
水
t
も
の
で
あ
る
の
か
示
す
｡

本
論
文
に
は
竜
虎
灘
,,犬
吠
岬
+,
の
漣
痕
の
美
し
い
窮
鼠
版
が
附
随

し
.Y
居
る
｡
私
共
は
昏
て
矢
部
博
士
が
地
質
単
相
諒
常
十
五
啓
発
官

七
十
四
城
(明
冶
四
十

1
年
三
月
)公
に
さ
れ
i1
朝
鮮
傑
倫
両
道
常
州

附
近
の
侍
羅
組
砂
岩
中
の
美
し

い
漣
痕
や
北
減
退
空
知
附
班
の
第
三

紀
砂
岩
中
の
J
の
ゝ
欝
最

_こ加
へ
て
今
‥
～
に
好
さ
地
撃
資
料
か
加

へ
緒
ii
‥
W
か
首
ぷ
C
田

に云
ふ
ー
朝
鮮
で
は
常
州
の
漣
痕
の
外
に

讐

藁

葺

六
八

平
安
梢
道
仲
川
郡
外
寵
両
昏
洞
盟
で
矢

部畑土
J,純
銀
瀬
が
同
市
の

隙
に
三
助
紬
(
-
)
の
帯
紙
包
砂
岩
中
に

迎痕り
あ
る
の
か
矢
部
博
士

が
大
き
,.,<
落
石
で
瞥
見
さ
れ
L
‥
JL
か
記
憶
し
て
帰
る
｡
窄
潜
は
犬

吠
岬
の
漣
痕
か
天
然
紐
食
物
･,
し
て
指
定
保
存
さ
れ
ん
‥
寸し
な
望
ん

で
倍
ら
れ
る
が
天
然
.1
羅
山
せ
る
化
石
ビ
同
様
に
標
本
寸,
J
て
室
内

に
幾
分
か
か
保
存
し
て
紀
-
方
が
班
に
天
然
物
の
保
存
_こ
ね
ろ
の
は

明
亮
ね
こ
ま
で
あ
ろ
(S

)
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o
西
洋
琵
高
時

孤
軍
博
士

山
崎
直
方
著

四
六
版
本
文
四
七

茄
貫
固
版
三
十
二
兼
ー
野
草
R
東
京
市
外
珂

大
久
保
甘
今
春
院

定
偶

三
脚
二
〇

大
正
十
五
年
二
月
潜
行

山
崎
博
士
の
紙
､
閃
光
､濠
洲

の
三
大
洲

に
跨
が
つ
i1
政
界
の
族
の
低

物
砧

一
般
の
日
本
人
に
牙
射
し
て
下
苧
b
-
寸与

る
=
の
美
し

い
本
､

そ
し
て
誼
み
易
-
て
知
ら
や
練
ら
ず
の
-
ち
に
讃
著
わ
し
tlJ
地
理
撃
的

智
識
･1
富
斗こ

て
了
ふ
本
か
事
_こ
し
L,J
悶
介
子
は
何
ん
九･嵐

.L
地
班
の

洩
者
_こ
御
奨
め
L
た
ら
よ
い
か
考

へ
ざ
る
か
得
な
い
の
で
み
ろ
｡
博
士

は
成
年
｢
我
が
南
洋
｣
な
公
.1
さ
れ
て
我
漸
欄
土
の
建
つ
iI
大
給
の
美
し

さ
な
明
か
に
さ
れ
t
o
我
問
の
地
勢
潜
.1
よ
っ
て
著
さ
れ
ろ
広
行
紙
の

甚
L
-
乏
し

い
問
に
｢
珂
祥
久
両
神

丁

稚
つ
て
大
き
-
咲

い
た
こ
の
花

は
筒
禅
の
減
の
菅
よ
り
-
よ
り
高

.>
匂
ひ
ね
放

っ
て
ゐ
ろ
O
紹
介
子
の

7
人
の
知
己
は

】
夜
に
し
て
感
興
の
埼
-
に
皇
か
ぜ
て
地祇
了
L
il
T}
い



ふ
D
そ
れ
は

私
共
の
求
め
て
放

ろ

地
単
的
現
象
･rJ
共
の
開
明
1,が
椛
陽

光
蟹
で
省
か

れ
て
居
ろ
褒
め
で

あ

る
.
地
韓
研
究
瀞
詐
:
で
L
6-
恥
界

的
智
課
か
挟
め
tc･璃
め
_ニ
ご
の
家
庭
に
も
御
奨
め
L
iI
い
明
名
で
み
ろ

麗
ら
-
水
苔
は
狩
使
以
北
月
蝕
か
出
で
す
L
TtJ
改
版

,･付
議
れ
il
t,
い
ふ

誠
に
地
車
の
筋
め
に
革
び
に
域

人
相
次
第
で
あ
る
O

o

火
田
の
現
状

御
醐
組
紳
輔
謂

善

撃

蒜

絹

四
六
版
二
〇
二
質
問
版
末
弟
大
正
十
五

年三
=

潜
行

火

刑即
ち
内
地

の
焼
畑
は
朝
鮮
の
山
地
..
塊
に
平
北
成
筒
.江
原
に
壊

-
分

縮さ
れ
て
脚
て
ー
山
地
ね
就
贋
す
る
:
?)
の
甚
だ
し
い
も
の
で
み

ち
が
.
今
直
,1
之
か
柴
止
す
ろ
‥
W
-
3州.
衆
の
様
に
相
の
生
え
て
居
ろ

も
り
で

あ

る

｡木
調
密
令
は
火
EE
S
t現
状
か
散
漫
か
鍵
げ
て
説
明
し
次

に
火
田
の
慣
習

､
欠
田
比
の
生
活
.
最
後
に
封
範
にこ
っ
い
て
詳
説
L
t,J

み
ろ
0
火
岡田
放
火
田
戊
_二
相
す
る
封
範
は
朝
鮮
の

林政
.
治
水
､
布

い

て
ほ
祉
骨
上
顎
質
な

問

腰
で
め
っ
て
.
人
文
地
租
蝉
上
の

7
大
研
究
問

輝
で
k.1
ろ
｡
本
省
に
倣
っ
て
火
田
及
火
田
民
の
攻
究
に
我
節
の
大
問
題

で
み
ろ
=
TJ
が
了
解
qJU
れ
ろ
｡

望
蒜

地
の
高
閣

柵
憎

謂

謂

苦
学
蒜

編

四
六
版
五
至

二
京

附
恒t
及
樹
未
七
柴
-
大
正
十
五
年
三
月
潜
行

糾
鯛
に
於
け
ろ
大
小
の
郡
邑
九
十

l
鱗
桝
に
亘
り
･,.J
資
料
か
蒐
集
し
て

共
の
貨
物
及
金
融
上
.1
有
で
ろ
商
業
勢
力
の
欝
情
か
明
か
に
L
i1
も
の

で
わ
ス
｡
此
の
怨
に
ょ
つ
て
充

分
に
朝
鮮
都
市
紹
櫓
の
大

勢
か
槻
ふ
:

寸｣が
付

紙

t{･｡
都
市
地
理
蝉
上
著
し
い
背
越
で
あ
る
｡
疎
に
㈹
樹
の
朝

山
新

替

紹

介

鮮
鷹
染
地
固
(縮
尺
こ
官
五
十
前
分

二
は
朝
鮮
に
放
け
る
炭
塵
ー
林
産

餓
塵
凍
水
魔
の
校
規
･TJ其
の
分
相
か
明
示
し
て
居
る
か
ら
地
理
教
育
_

辞
す
ろ
研
多
大
叱
も
の
が
み
ス
J｡
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o
黒
海
の
海
弾
嬰
的
研
究

最
初
の
熱
球
の
研
究
は

云

九

〇

年

及
1八
九

一
年
に
ロ

シ
ア
の
水
路
部
に
ょ
つ
て
行
は
れ
､
県
城
の
特

異
な
性
質
か
瞥
見
し
た
､
爾
氷
三
十
五
年
な
躍
㍗
現
時
で
は
鴇
洋
学
的

見
地
及
調
壁
方
法
が
進
捗
L
.
此
り
鴇
藷
の
鴇
洋
学
的
状
態
か
再
び
研

究
す
る
必
姿
が
連
喜
i11｡
そ
‥
で
ロ
シ
ア
の
り
-
フ
イ
ナ
共
和
岡
の
水

路
部
は
､
あ

串
韓
か
準
付
41-
ち
串
か
計

割
L
.
籍

一
に
毎
年
四
回
-
ク

JP
.,7
7
の
摘
角
か
池
ず
る
子
牛
粗
に
約
-
て
測
盈
す
る
･
,
Jヾ
に
L
i1
｡

而
し
て

山
九
二
三
年
乃
至

五

年
に
於
け
る
滴
浮
壁
的
事
項
の
季
節
麺

北
の
材
料
私
接
il
o
曲
の
外

叫
般
鴻
禅
壁
の
串
項
に
封
し
て
は
特
に

山

九
二
四
年
孝

義

隼
の
六
月
-
七
円
_こ
於
て
探
検
し
i1
.
即
ち

1
九
二

四
年
.1
は
胞
仙嘩
り
東
部
か

一
九
二
五
年
に
は
東
西
岡
部
か
研
究
し
i1
1

令
計
宵
箇
所
の
靭
柵
他
部
で
は
軌
政
､
挽
分
粒
ー
比
覇
､
酸
兼
､
二
硫

化
水
素
茨
水
素
イ
オ
ン
の
丑
p
水
の
色
及
透
明
度
の
測
定
政
に
it:物
尊

的
利
光
な
行
つ
ii
O
而
し
て
四
二
∬
○
個
の
親
側
検
定
か
行
ひ
｡
就
-1

瓦
斯
分
析
はェ
二
千
以
上
村
つ
i1
.
校

海
蝕
潤
も
行
ひ
ー
探
鴻
堆
積
物
は

約
六
〇
栂
の
托
さ
の
断
面
に
凱
LTJ
調
恋
し
il
O

悪

一

六
九


